

































日本語教育実践研究３ 単位認定 申請書（案） 
 
・申請日： 
（日本語教育学学位プログラム審議日：               ） 
・申請者名：               学籍番号： 
・指導教員名： 
《職務概要》 
教育機関名  （国：           ） 


















プレースメントテストの実施経験 （  有  ・ 無  ） 
教材作成の経験 （  有  ・ 無  ） 
副教材作成の経験 （  有  ・ 無  ）※2 
 ※2 副教材作成経験のある方のみ回答 種類： 
 頻度： 
学習者のニーズ調査の経験 （  有  ・ 無  ） 
担当コース（授業）のシラバス作成の経験 （  有  ・ 無  ） 
担当した授業の評価の経験 （  有  ・ 無  ）※3 
※3 評価経験のある方のみ回答 クラス名： 
 受講者数： 
 評価基準・方法： 
テスト問題作成の経験 （  有  ・ 無  ）※4 








































3年生：8コマ     （1コマ＝50分） 
〇担当したコマ数（週あたり） 18コマ（サポート授業 9コマ、メイン授業 9コマ） 
1年生（メイン 2～3コマ サポート 1～3コマ） 
2年生（メイン 2～4コマ サポート 1～2コマ） 
〇担当したコース 1日本語専攻クラス（1年、2年）  
2英語専攻クラス（1年、2年） 
〇一クラスあたりの生徒数 約 25名 
言語生態学の観点から考える韓国の外国語高校における日本語教育の果たす役割について（山口） 
 











③ 日本語作文（2年生） オリジナル教材 
④ 日本語聴解（2年生） ドラマ『派遣の品格』『東京全力少女』を使ったオリジナル教材 















































  〈テーマ〉 
他己紹介／日本語学習の目標／部活紹介／未来の自分に手紙を書こう／男女共学と男女別
学（意見文）／高校生は寮生活を送るほうがいい（意見文）／進路を選ぶ基準／詩集をつく
ろう（谷川俊太郎「生きる」を題材として）／私の I LOVE YOU（「好き」や「愛してる」と
いった言葉を使わずに I LOVE YOUを表現してみよう）／日本語学習を通して出来るように
なったこと・学んだこと など 
 

























































  →グループ活動の前に、話し合いで使う言葉を教える 
   例）・司会の人が使う言葉 
      ・～について賛成／反対ですか 
・〇〇さんの意見についてどう思いますか 
・～さんと同じ意見／似ている意見の人はいますか 
      ・～さんはどうですか          
・意見のいいかた 
      ・私は～という意見に賛成／反対です。～（だ）と考えるからです。 
      ・私は～ので～という意見に賛成／反対です 
      ・私も〇〇さんと同じ考えです。 
６ グループで代表を一人決め、どのような意見がでたかを全体の前で発表してもらう 
  →教師は表現をなおしながら、板書を行う 
７ 作文 
  →作文の前に、構成の指示や作文で使う表現の確認を行ってから、作文を書かせる 
    構成 ①場を述べる ②理由を述べる ③反対意見についてもふれる 
       ④まとめ   
 ８ 教師が添削後、返却 
















 １ 谷川俊太郎の詩「生きる」の朗読鑑賞（プロの俳優が読み上げているものを聞かせた） 
２ ４、５人のグループに分け、わからない言葉を調べる 
 ３ 韓国語に翻訳された詩を配り、意味の確認をする 
 ４ 詩の朗読練習 
 ５ 一人ひとり詩の中で好きな言葉、表現を選び理由をかかせる 
   →全体の前で発表する 
 ６ ４、５人のグループに分け、「生きる」のフレーズを借りて詩作活動を行う。 
   配布したプリントは資料１のとおりである。資料１の①と③には「生きていること」を実感す
る動作を表す表現をいれ、②には名詞をいれるように指示した。 
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資料１ 
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 原論―」『筑波応用言語学研究 』15号,1‐14.  
国分康孝監修（1990）『カウンセリング辞典』誠信書房 
野島一彦（1992）「第 3節 文研研究の立場からみた構成的グループ・エンカウンター」国分康孝編『構 















































学習者数 総数 205 267 180 51 70 40 
専攻＊ 175 30 80 0 0 0 
教師数 総数 7 8 7 6 3 1 
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学習者数 53 73 243 86 100 62 60 15 
教師数 総数 1 4 13 3 3 1 2 2 
母語話
者 
0 0 3 1 1 0 0 0 
学習者数総計：1505名（学校教育以外 566名；高等 813名；中等 126名；初等 0） 
機関数：14 
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表 3. サマルカンド国立外国語大学における日本語教育を専攻する学習者の概要(2015年度) 
学年 ウズベク語 
グループ 
ロ シ ア 語  
グループ 
コマ数 主な使用教材 
1年 13名 7名 4 みんなの日本語 1・2 
2年 13名 7名 4 中級へ行こう／ニューアプローチ中級 
3年 15名 3名 4 ニューアプローチ中級・上級 
4年 13名 3名 4 ニューアプローチ上級／みんなの日本語中級 2 














































































































































[ Bパート:選択授業・評価について ] 
ウズベキスタン共和国、サマルカンド市にて実践したガイド養成講座に関する考察（岩崎） 
 
























































岩田裕佳(2010)『Japanese for tourism professionals』ユニオン・プレス 
岡部麻美子(2013)「サービス日本語教育−旅客機、客船の外国人乗務員への教育を中心に−」専門日本語 
 教育研究 15号,19-22. 
窪田晃子(2004)「「サービス日本語」という考え方：観光都市ハワイでの日本語教育の現状から考える」 
 昭和女子大学大学院日本語教育研究紀要 2号,65-69. 
青木義英・神田考治・吉田道代(編)(2013)『ホスピタリティ入門』新曜社 
千葉真人、高田知仁(2010)「バンコクに拠点をおく日本語ガイドに求められるもの—ベテランガイドへ 
 のインタビューに基いて−−」国際交流基金バンコク日本文化センター日本語教育紀要 7号,51-61. 
テレサ,ゴンザレス ロドリゲス マリア(2013)「キューバ日本語ガイドのための「観光日本語」−ハバナ 
 大学外国語学部用シラバスの提案—」創価大学院紀要 35号,265-283. 
鳥居加菜(2012)「観光業における外国語母語話者スタッフのための日本語教材開発について」立命館大 
 学大学院言語教育情報研究科 2号,159-180. 
山岡政紀・牧原功・小野正樹(2010)『コミュニケーションと配慮表現 日本語語用論入門』明治書院 
ラクトマナナ アンビニンツア スルフニアイナ(2006)「マダガスカル人日本語ガイドのための「観光 
 日本語」シラバス作成」『日本語文化研究会論集』2号, 277-302. 
Brown P. and S.Levinson (1987)Politeness.Cambridge:Cambridge University 
                                               
1 Brown & Levinson(1987)は、他者に好かれたいという欲求を「ポジティブ・フェイス」、他者から邪魔されたくないと
いう欲求を「ネガティブ・フェイス」と定義し、これらのフェイスを脅かす可能性のある行為を「フェイス侵害行為
(Face Threating Act)」と定義している。 
ウズベキスタン共和国、サマルカンド市にて実践したガイド養成講座に関する考察（岩崎） 
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（資料２） 
 
